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ホルガー・クナークＲＩ会長メッセージ 

私は、ロータリーの成長に対するマーク・マローニー前会長
の強い決意を受け継いでいけることを誇りに思います。とはい
え、数字を掲げて成長を求めるようなことはしません。その理
由はすごく単純です。これまで数字を掲げて成長を求めるたび
に、失敗に終わってきたからです。皆さんには、数字にこだわ
る代わりに、有機的かつ持続的なかたちで、いかにしてロータ
リーを成長させることができるかを考えて頂きたいと思いま
す。いかに現会員を維持し、クラブにふさわしい新会員を募れ
るか。そして立ちはだかる課題に立ち向かうため、いかに組織
を強くできるか。ポリオ根絶の取り組みによって世界でロータリーへの認識が高まって
いるこの絶好の機会に、行動を起こさなくてはなりません。「太陽が出ているうちに屋
根を修理しなければならない」のです。 

 ロータリーとは、クラブに入会するというだけではなく、「無限の機会への招待」で
はないでしょうか。ロータリーは奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて
くれます。奉仕の行いはその大小にかかわらず、助けを必要とする人たちや地域に機会
を生み出すものであると、私たちは信じています。また、ロータリーは、奉仕のアイデ
アを実行に移すために、世界を旅する機会、そして生涯続く友情の絆を築く機会を与え
てくれます。 

ロータリーは変わらなければなりませんし、必ず変わります。古き良きロータリーで
はなくなったと文句を言うロータリアン仲間がいたとしても、変わらなければならない
のです。ポール・ハリスが言ったように、時に革命的でなければなりません。そして革
新的であるべきときは、まさに今なのです。その一つの方法は、新クラブのモデルをつ
くり、ロータリー会員であることの意味を考え直すことです。新クラブの設計者は、若
い人たちであるべきです。 

また、会員を増やすために、やみくもに数字にこだわるのではなく、持続的かつ有機
的なかたちで成長するために、現会員を維持し、クラブにふさわしい新会員を募ること
に注力すべきです。どの新会員も私たちを少しだけ変えてくれます。新会員から学び、
その経験と知識を生かすことで、私たちは強くなります。だからこそクラブに、そして
リーダーの役職に、もっと多くの女性が必要なのです。 
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ロータリーの行動計画は、クラブの進化を導く羅針盤です。全クラブが少なくとも年
一回、戦略会議を開くことをお勧めします。 

私たちは急速な変化に負けません、この機会を捉えてロータリーを成長させ、より強
く、適応力を高め、中核的な価値観によりそったロータリーとなるのです。私達のあら
ゆる活動が、どこかで誰かのために機会の扉を開いています。従って、私たちの年度の

テーマは、「ロータリーは機会の扉を開く」

です。 

Rotary Opens  Opportunities 

 

 

 

2020―21 年度 RI 会長プロフィール 

ホルガー・クナーク ドイツ  

Herzogtum Lauenburg-Mölln ロータリークラブ所属 

1992年にロータリー入会。ロータリーの財務長、理事、モデレ

ーター、各種委員会の委員や委員長、規定審議会代表議員、ゾ

ーンコーディネーター、研修リーダー地区ガバナー、2019年ハ

ンブルグ国際大会ホスト組織委員会の共同委員長を歴任。現在

は恒久基金／大口寄付アドバイザーを務める。  

不動産業を営む「Knaack KG」の CEO。125年続く家族事業

の「Knaack Enterprises」の元パートナー兼ゼネラルマネジャー。  

地域社会では、ラッツェブルク市市民財団の創設メンバーであり、Gut Grambekゴ

ルフクラブの会長を務めた経験をもつ。カール・アダム財団の会長で創設者。  

スザンヌ夫人とともにメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援。 
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ガバナーメッセージ 

 

 

 

地区スローガン 

Believe Together! 「信じ合おう」 

国際ロータリー 2020-2021年度 

第 2830地区ガバナー 源新 和彦 

 

2020-21年度ガバナーを仰せつかりました、八戸北ロータリークラブの源新
和彦です。 

 国際ロータリー黒田元理事を輩出し、RLIでも先進的展開をしてきた、当地
区のガバナーを拝命することは、身に余る光栄であるとともに、身の引き締ま
る思いです。パストガバナーをはじめとする諸先輩の皆様が築き上げてこられ
たものを守りながら、よりいっそう充実した地区運営ができますよう努力して
いく所存ですので、宜しくお願い申し上げます。 

 ホルガー・クナーク 2020-21年度国際ロータリー会長の年度テーマは、 

Rotary Opens Opportunities 「ロータリーは機会の扉を開く」です。 

ロータリーとは入会するだけでなく、「無限の機会への招待」であり、私た
ちのあらゆる活動が誰かのために機会の扉を開いていると、おっしゃいまし
た。そして、新しい革新的なクラブを作ること、クラブ戦略会議の開催、新会
員を注意して選ぶこと、ポリオ根絶活動の支援を強く訴えられました。 

これを受けて、私は地区スローガンを 

Believe Together ！ 「信じ合おう」とさせていただきました。ロータリ
ーの仲間同士・地域の人々と・ロータリーの可能性とポテンシャルを、共に・
集い・手を取り合って信じ、前に進みたいと願っております。 
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地区目標には以下の 10項目を設定致しました。 

 

１． 地区事務所（G・GE合同固定事務所）の効果的運営の確立 

２． 退会防止と会員増強（各クラブ純増 1名） 

３． 新クラブの結成（衛星クラブ、Eクラブ、ローターアクトクラブ） 

４． ローターアクトクラブへの新たな支援モデルの策定 

５． 地区内クラブでの戦略会議の定着 

６． デジタル化への対応（My Rotary登録率 50％超） 

７． 公共イメージの向上 

８． 財団寄付：年次基金 150ドル、ポリオプラス 30ドル/人（0クラブ 0） 

９． 米山記念奨学金寄付：特別寄付 1万円、普通寄付 3千円（0クラブ 0） 

１０．ロータリー賞への挑戦（10クラブ以上） 

 

 私たちが、信じ合い手を取り合って、自らクラブや自分自身に新たな機会の
扉を開き、地域社会や周りの人々の新たな機会の扉を開けますよう、前進して
参りましょう。新型コロナウイルスの感染により、行動や集会が制限され、皆
さんも困難を感じていらっしゃると思いますが、様々な手法を取り入れなが
ら、工夫し、本来の活動やコミュニケーションを維持するよう努めましょう。
私は皆さんと共に考え、共に行動したいと存じます。 

 どうか、これから一年間宜しくお願い申し上げます。 
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直前ガバナーへの謝辞 

－ 沼田廣直前ガバナーへの感謝の言葉 ― 

                 国際ロータリー第 2830地区ガバナー 

                        源新 和彦 

 

 

沼田廣直前ガバナーにおかれましては、1年間ガバナー
の重責を全うされ、多くの成果を上げられましたこと、
心より感謝申し上げますとともに、お慶び申し上げま
す。また、年度後半は新型コロナウイルスの感染拡大に
伴う、諸会合の開催中止にもひるまず、強いリーダーシ
ップで、あらゆる手段を検討され、青森県に対する医療
関連品の寄付も実現されました。その行動力には心から
感服致します。 

 また、沼田廣直前ガバナーは、「ともに変化し行動しよう」をスローガンに
多くの変革にも取り組まれました。その一つが、ガバナーエレクトの頃から強
く訴えておられた、ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所の合同固定化で
す。木村地区幹事長とともに、様々な試行を繰り返し、初年度をスタートさせ
ました。 

 この一年間の状況を見ますと、沼田直前ガバナーの企画力・決断力・行動力
は傑出したものであり、それを引き継ぐ後任の私にとっては大変荷が重いと感
じます。どうか、今後とも直前ガバナーとして、未熟な私をご指導賜りますよ
う、お願い申し上げます。 

 

 一年間、本当にお疲れ様でした。 

 



 GOVERNOR`S MONTHLY LETTER ２０２０年 ７月号 

 

 6 

ガバナーノミニーご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール 

田中 常浩（たなか つねひろ） 

生年月日：1954/6/10 

勤務先 ：有限会社 田中造花店 

住所   ：〒035-0076 青森県むつ市旭町 11-13 

電話 ：（0175）24-3732 ＦＡＸ：（0175）24-1169 

Ｅ－ｍａｉｌ ：tsunehiro@sofcom.jp 

所属クラブ：むつロータリークラブ 

（学歴） 

１９７３年３月 青森県立むつ工業高等学校卒業 

 

（職歴） 

１９７３年４月 ホンダ技研工業入社 

１９７７年 個人経営田中造花店の家業につく 

１９８８年 有限会社田中造花店（法人会社設立） 

２００１年 有限会社田中造花店 代表取締役就任 

 

（その他） 

２０１３年〜 むつ商工会議所副会頭 

２０１６年〜 むつ市もうたりクラブ会長 

 

 

（ロータリー歴） 

1992年７月    むつロータリークラブ入会 

1995年〜97年  クラブ幹事 

1998年〜99年  クラブ会長 

2003年〜04年  東第 1分区ガバナー補佐 

2004年〜05年  地区 IAC委員会委員 

2005年〜14年  地区 IAC委員会委員長 

2007年〜08年  クラブ幹事 

2008年〜09年  クラブ会長 

2010年〜11年  地区大会実行委員長 

地区 IAC委員会委員 

2011年〜14年  地区 IAC委員会委員長 

2015年〜17年  地区 IAC翼委員会委員長 

2017年〜18年  地区 IAC委員会委員長 

2018年〜19年  地区 IAC委員会委員 

2019年〜20年  地区 RAC委員会委員 

(褒章） 

1999年 ポールハリスフェロー 

2003年 奉仕活動優秀ロータリーアン表彰 

2007年 ロータリーアン表彰 

2011年 米山奨学会功労者 

2016年 マルチプル・ポールハリスフェロー 

（2回目） 
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地区幹事長のご挨拶 

 

2020-21 年度、地区幹事長を仰せつかりました  

小向龍悦です。 

“大海原への船出”とは年度初めによく例えられる

言葉ですが、源新年度は何かが違う。まるで近未来の

宇宙船で、でも実は皆でオールを漕ぎながら、宇宙に

飛び出すかのようにも感じます。まさに Per aspera ad astra. 

RI の変化、2830 地区の変化、人々の活動の仕方の変化。変化がこれだけ揃

うのも珍しい。でもそれをリアルに体感できる私たちはきっと運が良いのです。 

 変化をよりスムーズに受け入れ、各クラブがより深まり動きやすくなるよう

に、地区内にも活かす。また、次年度へもスムーズに繋がるよう、新しいことに

も挑戦する。この２点を含め、方法すら変化するかもしれませんが、地区の裏方

として、最後まで臨機応変に挑み続けます。 

お願い事が増えると思いますが、この変化に免じて何卒お力添えを宜しくお

願い致します。 
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2023-24 年度ガバナー候補者推薦について 

              

                  国際ロータリー第 2830 地区  

                ガ バ ナー    源新 和彦 

               ガバナー指名委員会委員長 長嶺 康廣 

 

 

 2023-24 年度ガバナー候補者がおられましたら、各クラブ宛に送付しまし

た様式により、2020 年 8 月 31 日までに地区ガバナー指名委員長（ガバナー

事務所気付）宛に推薦の連絡をくださいますようお願いいたします。 

 なお、詳しくは 7 月 1 日付で送付しました「地区ガバナー候補者選出につい

てのお願い」をご覧ください。 
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むつ中央ロータリークラブ マスク寄贈 

 

新型コロナウィルス感染による我々の生活への弊害は計り知れません。現在感
染予防対策として最も被害を受けてはいけない機関は医療、公共の施設でありそ
の従事者と思われます。この現状に多くの目が向けられ自助作用と援助、補助等
によって工夫しながら、また苦労しながら感染予防を維持していけるものと信じ
ています。一方、災害時に見捨てられてしまいがちな社会的弱者にはどうでしょ
うか。むつ中央ロータリークラブでは、数カ所の障がい者福祉サービス施設に現
状の確認をしたところ、マスクと消毒液が必要消耗品であることを知り、2020-

2021年度地区補助金を利用して寄贈することとしました。むつ市内には３３カ所
の障がい者福祉サービス施設があり、１２事業所が運営しています。以上のこと
から去る６月８日むつ市役所を通してすべての事業所へ配分してもらうように会
長 前川原亨、幹事 高橋正一、会長エレクト柴田文彦３名がむつ市役所を訪
れ、寄贈してきました。 

 

寄贈品 

感染予防用強アルカリ水 ピカりん 20ℓ １６本 

 マスク ５０枚入り ３５箱 

 

お写真 左から 

会長エレクト柴田文彦   幹事高橋正一  会長前川原亨  むつ市 宮下宗一郎市長 
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ローターアクトクラブ認証式 

青森 MRC  

奉仕プロジェクト委員長 

村塚正隆 

我々、青森 MRCが提唱クラブとなり、昨年

11月 11日に青森大学にローターアクトクラ

ブを設立しました。本来なら、チャーターナイトを開催し関係者及び多くのロータリアン

の方々と祝いたかったのですが、感染予防重視とされる状況でありましたので、チャ

ーターナイトは持ち越す事とし、青森大学関係者をはじめ極限られた方々のご参加だ

けで、去る 6月 13日(土) 青森大学 6号館記念ホールにおいて、青森大学 RAC結

成認定状伝達式を執り行いました。 設立のきっかけは、インターアクトを卒業した学

生から、大学内でもっと地域貢献や奉仕活動を活性化させたいので、 RAC を設立

してほしいと、当時会長だった当クラブの細井直前会長と鈴木 PGが熱望され、RAC

設立を目指してみようと云う事になりました。  

インターアクトクラブの提唱クラブとしては 2年弱の経験はありましたが、更に新たな

ローターアクトクラブとなると、当初は不安でしかなかったのですが、もともと青少年育

成プログラムの重要性と将来を担う若者への関心が高かった、沼田ガバナーならび

に当クラブの細井直前会長と鈴木 PGが中心になって RAC設立を目指しました。 

先ず、細井直前会長においては青森大学学長を初め主要な方々からの理解とご協

力を取り付けてもらいました。鈴木 PG におかれましても、わざわざ神戸や京都の 

RAC を視察に出向きノウハウを持ち帰って来て、学生達にプレゼンしていただきまし

た。  

沼田ガバナーにおかれましても、当クラブのステイタス向上に繋がる、様々なご理解

とご助言、心強いエールまでいただけたお陰で、僅か一年程度の短期間で RAC設

立に辿り着けました。 RAC存続には有意義で継続性ある活動を中心とした運営が

不可欠であると考える観点から、青森大学 RACには既存の複数サークル(読み聞

かせ、演劇、アカペラ、調理、SDG’s) と属性のない学生とで構成しました。 特に「読
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み聞かせサークル」は、中央高校と南高校の読み聞かせ隊とコラボで、青森市内の

園児を対象に活発な活動を実施しております。 調理サークルに至っては、7月に梅

の実を収穫して梅ジャムや梅干などの加工食品の販売や、小さな農園で野菜とハー

ブなどの栽培を計画してます。今後は更に発展させ、SDG’s研究サークルが中心と

なり、17の分野別目標と 169項目のターゲットとして掲げる事象にも、より意識的に

取り組む予定です。  

最後に、私たち提唱クラブも次世代を担う青少年の RACを支援しますが、広く皆様

方のご支援ご協力のほど、宜しくお願いいたします。  
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2020-2021 年度新米山奨学生・ 

カウンセラー研修会報告 

 

 

６月２７日(土)１５時よりアスパム会議室八甲田において開催致しました。 

新型コロナウイルス感染予防の 3 密を考慮した少人数、短時間の研修会としま
した。 

参加者は、沼田ガバナー・源新ガバナーエレクト・新奨学生３名・カウンセラ
ー４名と米山記念奨学委員長の１０名でした。 

始めに、沼田ガバナーよりご挨拶を頂きました。    

その後、新奨学生には、桜をモチーフとしたバッジをガバナーより密接になら
ないように手渡しで贈呈して戴きました。 

次に、源新ガバナーエレクトよりお祝いと激励のお言葉を頂きました。 

そして、参加者自己紹介をして、相互に質問や励ましの言葉を贈り、楽しい顔
合わせをしました。 

本日の研修は、確約書を奨学生に読んで頂きながら内容の確認をしました。カ
ウンセラーの皆様にも確約書の内容をご理解の上、奨学生のお世話をして頂く
事がカウンセラーの役割である事を確認し、初心に返って、今出逢った奨学生と
向き合ったお付き合いを大切にしてより良い交流をお願いしました。 

今後の活動については、７月１８日の卓話講習会へ奨学生の参加を呼び掛け
て終わりました。 

沼田廣ガバナーには、米山記念奨学委員会の活動へのご指導・ご支援に感謝申
しあげます。お疲れ様でした、引き続きご協力お願いいたします。 

７月からは、源新和彦新ガバナーと共に楽しい活動交流をしていきますので
宜しくお願いいたします。 

米山記念奨学委員会は、会員の皆様の寄付で成り立っております。 

今年度は、普通寄付 3,000円特別寄付一人 10,000円以上は、達成できません
でした。 

しかし、2021-2022年度は、２名プラスの１２名の奨学生を世話が出来る事に
なりました。すべては会員の皆様のお陰で感謝しております。 
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寄付目標達成のために今後共、宜しくお願いします。 

 

米山記念奨学委員長 野坂 幸子 
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会員動向 

                                                             

《 2020 年 5 月 》 

 

   【退会者一覧】   

 

クラブ名 氏名 退会日 

五所川原 三浦 博文 5 月 18 日 

弘前 松野 栄史 5 月 31 日 

青森 中山 大輔 5 月 25 日 

青森北東 佐々木 彣造 5 月 31 日 

八戸南 三笠 勝彦 5 月 8 日 

 

 

 

 

   【ご逝去会員】  謹んでご冥福をお祈りいたします。 

        

  

    

 

 

     桝田 英之（むつ）        熊谷 國治（むつ中央） 

     5 月 10 日ご逝去          5 月 13 日ご逝去 
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  細川 一見 

  （野辺地） 

   第 1 回 

  米山功労者 

 

  藤川 達也 

  （青森北東） 

   第 1 回 

  米山功労者 

 

 蒔苗 亜希子 

  （青森北東） 

   第 1 回 

  米山功労者 

 

  角谷 隆一 

  （野辺地） 

   PHF+3 

 

 

  高野 修司 

  （野辺地） 

   PHF+3 

 

 

 

   【ロータリー財団寄付】 

 

 

 

 

 

             

                      

 

 

 

   【米山記念奨学会寄付】 

 

 

 

 

 

 

                         

                       

                                

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小林 俊一 

  （青森） 

   PHF+2 

 

  野坂 幸子 

  （野辺地） 

   第 10 回 

  ﾒｼﾞｬｰﾄﾞﾅｰ 
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前月末

会員数

入会 退会

5月末

会員数

女性

会員数

期　首

会員数

入会

累計

退会

累計

むつ 0 45 0 1 44 1 46 1 3 20.45

野辺地 1 75.00 18 0 0 18 2 17 1 0 100.00

七戸 2 90.00 15 0 0 15 2 16 0 1 33.33

大畑 1 66.70 9 0 0 9 2 9 1 1 44.44

東北 0 15 0 0 15 2 14 1 0 26.67

むつ中央 1 50.00 26 0 1 25 0 27 0 2 12.00

六ケ所 0 34 0 1 33 0 31 3 1 36.36

7クラブ小計 162 0 3 159 9 160 7 8

三沢 1 54.50 25 0 0 25 0 24 1 0 41.67

十和田 1 50.00 40 0 0 40 9 33 7 0 25.00

十和田東 1 79.30 29 0 0 29 2 28 2 1 44.83

おいらせ 3 57.00 9 0 0 9 1 9 0 0 44.44

三沢東 3 73.40 35 0 0 35 4 35 1 1 34.29

十和田八甲 1 93.00 87 0 0 87 3 86 3 2 32.18

6クラブ小計 225 0 0 225 19 215 14 4

五所川原 2 60.00 56 0 1 55 6 57 2 4 64.29

金木 0 14 0 0 14 2 14 1 1 7.14

鰺ヶ沢 1 73.30 15 0 0 15 2 13 2 0 33.33

鶴田 3 50.00 8 0 0 8 1 7 1 0 37.50

五所川原中央 2 70.00 29 0 0 29 1 29 2 2 37.93

つがる 0 30 0 0 30 0 30 1 1 26.67

五所川原イヴニング 0 30 0 0 30 8 31 1 2 33.33

7クラブ小計 182 0 1 181 20 181 10 10

弘前 0 43 0 1 42 1 49 1 8 37.21

弘前東 0 9 0 0 9 3 8 1 0 55.56

板柳 1 100.00 14 0 0 14 0 13 1 0 35.71

黒石 1 69.00 18 0 0 18 2 18 1 1 72.22

大鰐 3 70.00 9 0 0 9 0 10 0 1 22.22

弘前西 0 30 0 0 30 3 32 0 2 70.00

平賀・尾上 0 15 0 0 15 0 15 0 0 26.67

弘前アップル 2 64.00 25 0 0 25 3 25 0 0 56.00

8クラブ小計 163 0 1 162 12 170 4 12

青森 0 86 0 1 85 4 85 10 10 77.91

青森北東 0 28 0 1 27 4 30 0 3 67.86

青森中央 0 7 0 0 7 1 5 2 0 42.86

青森モーニング 1 37.00 27 0 0 27 4 29 3 5 37.04

4クラブ小計 148 0 2 146 13 149 15 18

八戸 0 63 0 0 63 0 59 8 4 44.44

八戸東 0 51 0 0 51 0 49 2 0 56.86

三戸 3 100.00 13 0 0 13 0 14 0 1 100.00

五戸 1 100.00 16 0 0 16 0 16 0 0 56.25

南部 3 80.00 10 0 0 10 0 10 0 0 50.00

八戸北 2 71.40 40 0 0 40 9 40 0 0 42.50

八戸南 3 100.00 37 0 1 36 3 36 2 2 86.11

八戸中央 0 23 0 0 23 5 23 0 0 30.43

八戸西 0 35 0 0 35 17 35 0 0 17.14

9クラブ小計 288 0 1 287 34 282 12 7

1,168 0 8 1,160 107 1,157 62 59 45.57

期首会員数は2019年6月末会員数です

5月末現在の入退会人数です

My Rotary

登録率

％

正会員数

東

第

一

グ

ル

ー

プ

合　計

グ

ル

ー

プ

クラブ名

例

会

数

出席率

％

東

第

二

グ

ル

ー

プ

西

第

一

グ

ル

ー

プ

西

第

二

グ

ル

ー

プ

中

グ

ル

ー

プ

南

グ

ル

ー

プ

出席率表 

 《 2020 年 5 月 》 
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地区行事予定 

 

月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （水） 第1回ガバナー会 WEB会議

2 （木）

3 （金）

4 （土）

5 （日） 第5回全国青少年交換委員長・全国危機管理委員長合同会議 WEB会議

6 （月）

7 （火）

8 （水）

9 （木） ガバナー公式訪問　青森RC ホテル青森

10 （金）

11 （土）

12 （日）

13 （月） ガバナー公式訪問　鶴田RC 鶴田町国際交流会館101研修室

14 （火）

15 （水） ガバナー公式訪問　五所川原RC ﾎﾃﾙサンルート五所川原

16 （木） ガバナー公式訪問　黒石RC 赤提灯

17 （金） ガバナー公式訪問　青森モーニングRC　(※7/17のみ) ホテル青森

18 （土） 米山卓話講習会 アスパム（※会場変更）

19 （日）

20 （月）

21 （火） ガバナー公式訪問　野辺地RC 松山旅館

22 （水）

23 （木）

24 （金）

25 （土）

26 （日） 第1回地区ロータリー財団セミナー（※中止）

27 （月）

ガバナー公式訪問　弘前RC

ガバナー公式訪問　弘前アップルRC

ホテルニューキャッスル

弘前市総合学習センター

28 （火）

ガバナー公式訪問　板柳RC

ガバナー公式訪問　金木RC

板柳商工会館２階

奴寿し

29 （水） ガバナー公式訪問　青森北東RC ホテル青森

30 （木） ガバナー公式訪問　七戸RC 七戸商店会協同組合２F

31 （金）

2020年7月

地区行事予定
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会員増強・新クラブ結成推進月間

月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （土）

2 （日）

3 （月）

4 （火） ガバナー公式訪問　十和田RC 十和田倶楽部

5 （水） ガバナー公式訪問　五戸RC アピル五戸

6 （木）

ガバナー公式訪問　十和田東RC

ガバナー公式訪問　三戸RC

十和田倶楽部

田岩本店

7 （金）

8 （土）

9 （日）

10 （月）

11 （火） ガバナー公式訪問　つがるRC つがる市森田農村環境改善センター

12 （水）

13 （木）

14 （金）

15 （土）

16 （日）

17 （月） ガバナー公式訪問　青森中央RC ホテル青森

18 （火）

19 （水） ガバナー公式訪問　弘前東RC アートホテル弘前シティ

20 （木）

ガバナー公式訪問　弘前西RC

ガバナー公式訪問　五所川原中央RC

ホテルニューキャッスル　2F桜の間

ﾎﾃﾙサンルート五所川原

21 （金）

22 （土）

23 （日）

24 （月）

25 （火） ガバナー公式訪問　むつRC むつグランドホテル

26 （水） ガバナー公式訪問　むつ中央RC はねやホテル

27 （木） ガバナー公式訪問　大畑RC おたふく

28 （金）

29 （土）

30 （日）

31 （月） ガバナー公式訪問　八戸中央RC 八戸プラザホテル

2020年8月

地区行事予定
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